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文化は、豊かな人間性を育み、人間らしく生きる
ための糧となるものです。さらに.心に地域への愛
着と誇りを生み.地域の魅力を高めます。
尼崎市でi3文化振興基金への寄付を募集しており、
‖ただし1た寄付金は若Ll世代の芸術体験や伝統文
化の継承などの文化事業に役立ててし1ます。ふるさ
と納税のほか、企業や団体からも寄付Llただけます。
皆様からのご支援をお願LILlたします。

尼崎市 文化振興課
:テ 660‐ 850■

兵庫県尼崎市東七松町 1丁目 23番 1号
ama‐ artOCityoamagasaki.hyOgoJp
TEL.06‐6489… 6385
FAX.06‐6489‐ 6702
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尼崎市文化振興基金 これまでの活用につLlて
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白髪―雄生誕 100年記倉事業 (令和 5年一令和 5年度 )

今和5年度から白髪一雄生誕100年
記念プレ事業として、ロゴマークデ

ザインの公募を行い、今和 6年度に
迎える生誕100年記念事業に向けて
広報を進めています。記念事業では

自髪一雄の画業や人物像に追る展覧

会等を開催する予定です。自髪作品

のダイナミックさだけでなく、新 し

いことに挑戦し続ける精神、地域と

の深い関わりなどについてもより多

くの方に知っていただき、本市の誇

りとしていく機会となるように実施
いたします。
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今和 6年度に尼崎市にゆかりのある
桂米朝の没後10年 を迎 えるにあた
り、幼少期からの足跡をたどり、芸

能活動の功績を紹介する展覧会を開

催 します。また、同時期に米朝―門

による落語会を開催 し、高校生以下

を無料招待Xす ることにより、多くの

人に影響を与え、語り継がれている

功績を伝え、次世代に繋いでいく取

組として実施いたします。
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足て描く白髪―雄 1963年

※無料招待は人数制限があります

尼崎市ゆかりの画家で、世界的に高く評価されている自髪一雄の作品やゆ

りの品などを、全国の主要な美術館で展示しました。本市の誇りである自

の画業を発信していくことで、まちの魅力を国内外に広くPRすることを

的としています。
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大近松祭

尼崎市の久々知にある広済寺には、

日本が世界に誇る江戸時代の劇作家・

近松門左衛門の基があり、尼崎市は

近松ゆかりのまちとして知られてい

ます。昭和11年には、広済寺周辺の

地域の人々によって近松の偉業を顕

彰する「大近松祭」が初めて開催され、

その後毎年開催しています。今和 5
年は近松没後300回忌の節目となり
「大近松祭 ‐三百年祭 ‐」を開催しま

した。

今和 5年度開催の様子

「大近松祭 ‐三百年祭 ‐」開催の様1
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尼崎薪能 (令和5年度)

尼崎市の大物川はかつて大物浦と呼ばれた人り江で、源頼朝に追われた源

義経が静御前に別れを告げて船出をした場所とされています。これを描い

た能楽「船弁慶」にちなんだ行事として、昭和55年から大物川緑地公園野
外能舞台において「尼崎薪能」が開催され、尼崎は、能楽「船弁慶」ゆか

りの地として親しまれてきました。今和5年度の「尼崎薪能」は、尼崎城の

野外特設舞台にて開催しました。

市内で最も大きなホールでの演奏体験によって夢へのチャレンジ

を後押ししたい、また身近なステージで漬奏者と観客が一体と

なって楽しむことで、音楽に親しむ市民が増えてほしいと考え、

今和5年度に初めて開催した、市民参加型音楽イベントです。

蝶県立美術館 開催のオ

¬

今和 5年度開催の様子
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桂米朝顕彰事業 (令和 6年度 )
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